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１．研究計画の概要 
 本研究は，教師がそのライフステージのな
かで理科の実践的指導力をどのように獲得
し形成しているのか，その獲得や形成に影響
を及ぼす主たる要因は何なのか，その形成や
向上に際してどのような問題が存在するの
か等，理科の実践的指導力の獲得・形成に関
する実態及び課題を解明するとともに，見出
された課題の解決や改善に資する方策を探
ることを目的としている。 
 この目的の達成を目指して本研究では，教
員養成段階での教師志望学生の理科授業観
や実践的指導力の形成の実態を調査すると
ともに，初心期から中堅期（教職経験 10 年
目までを目安とする）の教師を対象とした理
科の授業実践の観察及びインタビュー調査
を 4 カ年にわたって実施する。さらに，理科
の実践的指導力の向上を目指して実践的な
成果をあげてきているアメリカ合衆国にお
けるコティーチング（coteaching）の取り組
みについて文献調査及び現地調査を実施す
る。これらの調査によって得たデータや資料
等を分析・考察し，教師のライフステージに
応じた理科の実践的指導力の形成の実態と
課題を解明し，その改善の方策を探る。 
 
２．研究の進捗状況 
 これまでの研究期間において，教員養成段
階での教師志望学生を対象とした調査と分
析，初心期から中堅期の教師を対象とした調
査と分析，及びコティーチングに関する調査
と分析を行ってきているが，ここでは下記の
3 点のみ報告する。 
 (1) 初心期から中堅期の教師を対象とした

理科の授業実践の観察及びインタビュー調
査を実施し，蓄積されたデータをもとに，理
科の実践的指導力のうち，その場その場で子
どもの実態や反応などを踏まえた思考や意
思決定を行い理科授業を構想し実践してい
く能力の獲得の実態に注目し，分析を行った。
その結果，この能力は，教職経験年数ととも
に向上していく傾向が確認できた一方で，そ
うした力量の獲得はただ教職経験年数の観
点だけで捉えるよりも，その教師の理科授業
観の形成や変容とも関係の深い，それぞれの
教師のライフヒストリーとリンクさせなが
ら考察する必要があると考えられた。 
(2) 反省的実践の能力の獲得が実践的指導力
の向上にとって重要な課題であるとの認識
に立ち，蓄積されたデータをもとに，理科教
師がライフステージの初心期から中堅期に
至るまでの間，理科授業に関してどのように
反省的実践を展開していくのかに焦点を当
て，教職経験と教材経験の観点を踏まえなが
ら分析を行った。その結果，理科教師が具体
的・個別的な問題状況に直面し，反省的実践
を特徴づける一つの側面である「行為におけ
る省察（reflection-in-action）」を展開し始め
るのは，初心期の終盤から中堅期の初期にか
けての間であること，この「行為における省
察」は教材経験が全くない場合や僅かしかな
い場合でも実践されうることなどが推察さ
れた。 
(3) コティーチングに関する文献調査と現地
調査を実施し，その特徴と理科の実践的指導
力の向上に寄与する可能性について分析し
た。その結果，コティーチングは授業の中心
的な役割を一時的に他の教師に委ねたり，他



の教師が意識的に引き受けたりすることな
ども含め，一つの授業を複数の教師が責任を
共有して実践する方法であり，そのゆえコテ
ィーチングでは，その時・その場・その状況
での「行為における省察」のコンテクストが
実現されるとともに，その時・その場・その
状況での教師相互の学び合いが実現される
可能性があることがわかった。この点で，コ
ティーチングには，今後，我が国における理
科の実践的指導力の向上のための方策を検
討する上で注目に値するものがあると考え
られた。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由）計画していた調査がほぼ順調に実施
できており，調査データが蓄積してきている
ことに加えて，本研究の過去 3年間において，
その時点までに蓄積された調査データをも
とに理科教師の実践的指導力の獲得・形成に
関わる実態や課題に関する分析を進めるこ
とができているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究の最終年度となる平成 22 年度は，
まず，過去 3カ年と同様に初心期から中堅期
の教師数名を対象として理科の授業実践の
観察及びインタビュー調査を実施し，データ
の収集と整理を行う。そして本研究の 4 カ年
で蓄積したデータを分析し，教師のライフス
テージに応じた理科の実践的指導力の形成
の実態と課題を解明するとともに，その他の
調査資料やデータの総合的な考察を通して，
見出された課題の解決や改善のための方策
を探る。 
 
５. 代表的な研究成果 
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